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はじめに

本報告書は､海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)のプロジェクトファインディ

ングチームとして1994年1月 9日より1月25日にかけて実施された下記の二案件､

ポリ ゲィ ア国: ヤパカニ川右岸地域農業基盤整備計画

エルサルバドル国:サボティタン地区農村総合整備計画

に関するプロジェクトファインディング調査の現地報告書である｡

ポリゲィア国の調査対象地域は､サンタクルス州サンタクルス市の北西約140kmに位

置し､同国でも最も農業生産性の高い穀倉地帯である｡しかし､地域周辺では近年の無

計画開発やこれにともなう洪水被害が頻繁に発生し､農業生産に多大な打撃を被ってい

る｡また,当地域内にはサンフアン日系移住地も含まれており､早急な対策が望まれて

いる｡

一方､エルサルバドル国は､長年にわたる内戦により疲弊した国土の復興を目指した
諸施策が実施されている｡同国の主要産業である農業分野では,破壊･放置された農業

施設の復旧､改善による農業生産の振興が国家再建の緊急課題となっている｡

この度の調査に当たっては､ポリゲィア､エルサルバドル両国の在日本大使館およぴ

∫ I CA事務所､ならびに両国政府関係機関より､一貴重なご意見･情報等を戴き感謝の

意を表するとともに､これらの計画が日本政府の協力により早期に実現されることを願

うものである｡_

平成6年1月

ADCA事前調査団

(内外エンジニアリング株式会社)

前田 康男

桜井 正信
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Ⅰ ポリゲィア共和国



1.ポリプィア共和国の概要

1.1自然及び社会径済状況

ポリゲィア共和国は南米大陸の削ぎ中央部に位置し､北側及び東側をブラジル､

西側をペルー､チリ､南側をパラグアイ及びアルゼンチンと接する内陸国である.

国土総面積は約110万kn2で､日本の国土の約3倍を有しているa

同国は緯度からみると熱帯､亜熱帯に属するが､標高4,000m近い高原地帯(アル

テイフ●ラーJ)､ 1,000-2,500mの渓谷地帯(八一イェ) ､ 200-500Tnの東部平原地帯と

地形上明確に区分され､この地形変化により気候も複雑に変化する｡

全体的には雨期､乾期の相違が明瞭で､ 4月から10月頃までが乾期､ 11月から

翌年の 3月頃までが雨期にあたる.降雨はラパス近郊の高原地帯では年間440Tnm

程度､東部の平原地帯では1,100m程度となっており､その85%は雨期に集中し

ている｡

ポリゲィアの総人口は 735万人(1991年)で､その内約70%が高原地帯に住む

インディオ及び混血の民族である｡国の主要産業は､鉱業と農業であり､鉱業と

しては錫､鉛,亜鉛､銀､銅等の鉱産物及び天然ガスであり､石油は近年開発が

開始されたばかりである｡鉱物産品及び天然ガスの輸出額は､総輸出額の75%を

占めているが､ GDPに占める割合は減少傾向にある｡

農業は国家経済の重要な部門であり, GDPの21.3%を占めている(1991年) 0

主要な農産品としてほ､コーヒー､大豆､トウモロコシ､サトウキビ､不材等で

あり､この内コーヒー､大豆､砂糖､木材は主要な輸出産品となっている｡

1989年8月発足したパス･サモラ政権は､前政権の施政を踏嘉し､ 1992年の政

権交代まで､径済安定及び民主化の定着を確立させた｡また､ 1992年8月新大統

領に選出されたゴンサロ･サンチェス氏は中道右派(民族革命運動)出身で､基

本路線はサモラ政権とあまり変わらないが､特に貧困階級の生活向上に重点をお

いている点が特徴である｡
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なお､ポリプィア国の主要な経済指標は以下の通りである｡

主 要 経 済 指 標

指 標 項 目

GDP (百万ドル)

一人当たりGDP (トール)

経済成長率(%)

消費者物価指数

年末値(%) :

外貨準備高(百万rル)

対外債務残高

(百万ドル)

対卜一1レ為替トトの推移

(Bs :ホーリヒーァ-/ス)

1988 1989 1990
_
1g91

3.930 4.133

570 570

3.0 2.8

21.5 16.6

158 172

4.240

4.473 5,020

630 807

2.6 4.1

1992

3.8

18.0 14.5 10.5

142 266 263

3,705 4.000

2.47 2.99 3.40

3.582 3,777

3.75 4.10

*出典: Bolivia-fZecent Economic Development､ I MF

辛 19g2年分はポリプィア中央銀行暫定値
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2.2 農業の状況

当国は農業国でありながら農業開発は十分進んでいるとは言いがたく､穀物は

1987年で25万8.000トンの輸入を行っており､同年21万9,000トンの穀物援助を受けてい

る｡これは農業生産性が低く､国内の食糧供給が不十分であるためであり､また､

その生産性が低い原因の一つに農業の近代化が遅れていることが挙げられるo

ポリプィアの農業は,高原及び中腹渓谷地帯で行われている従来からの農業と､

東部平原地帯において比較的新しく発展した農業地帯での農業とに大別される｡

いわゆる高原及び中腹渓谷地帯では､インディオによる自給自足的な小規模零細

農業が中心であり､主要作物は､高原地帯ではじゃがいも､とうもろこし､大麦､

キヌア等であり､渓谷地帯では､野菜類､果樹､コカ等となっている0

東部平原地帯では､大規模農場を中心とする生産が行われており,砂糖きび､小

麦､大豆､米が主要作物であり､牛､馬､羊､山羊､鶏などの牧畜業も盛んである｡

土地所有の状況は､ 1953年の農地改革法以前では全国の農地の約70%が戸当たり

面積1.000-10,000 baで4.5%の地主に所有されていて､しかもそこは1-3%の低い

耕作率でしかなかった｡農地改革の実施は十分なものではなかったが､ 1979年の農

地の規模別所有状況は､高原深谷地帯では所有規模20ha以下が圧倒的に多く､全体

の90%を占め､中でも 3ha以下の零細農家が45%を占めている｡一方､東部平原地

帯では20ha以下は40% (3ha以下は9%) ､ 20haから75haが45%と所有規模が大きく

なっている｡

ポリゲィ7政荷が策定した2000年までの｢径済社会開発計画+では､農業部門の

政策が重要視されており､食糧の増産安定供給､輸入代替農産物の生産増大､及び

輸出農産物の生産拡大等を基本方針としている｡この目標達成のため具体的政策と

して､農業生産基盤の整備､土地資源活用のための入植政策の促進､農業･農民組

織の整備･拡大､農業技術普及の拡大等のはか､農産物輸送のための運輸インフラ

の整備･改善､農産物市場と流通機構の整備･改善､農業融資の拡充等の施策がと

られている｡
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【日系移住地農業の状況】

現在､サンタクルス州において農牧業に大きな貢献をしているのは外国移民であ

り,この内日本人の移住地としては｢オキナワ移住地+と｢サンフアン移住地があ

る｡

オキナワ移住地は､アマゾン何の-源琉であるリオグランデ川沿いの沖積平野に

あり､標高2807nの平坦な地形にある.年間降雨量は約1.300mm､年間平均気温は

23.9oCである｡原生林は熱帯降雨林はど高くはないが､相当密生していることから､

気候･風土的には熱帯雨林気候と熱帯サバナ気候の中間的特徴を持っている｡

当移住地は1956年に入植が始まり､現在では移住地総面積は46,890ha (第1オヰ

ナワ:21.800ha､第2オキナワ:16.744ha､第3オヰナワ･.8.346ha)であり､これ

までに725家族3,384人が入植したが､ 1988年現在では171家族1,045人となっており､

その内農家戸数+は161となっている｡

入植当初は焼畑陸稲栽培からスタートしたが､天候不順や市場性の問題で減り,

1970年代には綿花栽培が陸稲にとって替わった｡しかし､降雨量の増加傾向による

病害虫の頻発により､約10年程度で経常的に破綻し､現在では栽培されていない｡

1980年代に入ると大豆栽培が開始され､現在は大豆栽培が全盛期を迎えている｡

一方､サンフアン移住地は､アマゾン河の-源流ヤパカニ川の沖積台地土壌(酸

性)からなり､榛高は350Ⅶの平坦な地形上にある｡降雨量はオキナワ移住地よりも

多く年間約1.900mm､年間平均気温は24.1oCで雨期(11月-4月)
､乾期(5月-

10月)の季節変化がある｡原生林は熱帯降雨林に近い様相を呈し､気候･風土的に

はほとんど熱帯雨林気候に近いといえる｡

当移住地入植は''西川移民”が最初で19g5年に開始され､現在までに3 9年間の

移住開拓史を有している.これまでには､ 348家族1,674人が入植したが, 1993年9

月現在で230家族782人が住んでいる｡

サンフアン移住地では基幹作目の交代ほほとんどなく､入植当初から焼畑陸稲栽

培に着手し､今日まで品種改良,焼畑から機械化栽培へと質的転換を計りながら､

陸稲栽培が継続されてI､るoそのほか､柑橘(ホ●ンカンJレンシー)
､養鶏(卵) ､肥育牛

等複合経営が導入され盛んとなり､また近年では大豆の栽培面積が増大してきてい

る｡
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2.

_i'_∠ユタ=J=右岸埠域農業基盤整備計画

(Propyecto de袖ejoraniento de la lnfraestmctura Agricola de la Ribera Dere-

,cha
del Rio yapacaTti)

2.1計画の背景

1993年8月に就任したゴンサロ･サンチェス新大統領は､基本政策においては前

政権の方針を引き継いでいる｡国家計画で重要な位置を占める農業部門の主要政策

は､農地の生産性を高め農業生産量を増大すること､輸出の促進､コカ栽培にかわ

る作物の植え付け､高原地帯の貧困農民の救済等が重要な目標となっている｡

高原､渓谷地帯では年間の降雨量が少なく､水不足が農業生産の大きな阻害要因

となっており､このため同地帯より農業に適した東部平原地帯に入植移住してくる

農民達の定住化を図る施策も採られている｡

しかし､東部平原地帯では､気象条件より農地としての開発ポテンシャルは高い

ものの､近年の無秩序･無計画な開発や河川の氾濫による洪水被害により､農業の

基盤整備の遅れが目立ち､同地帯の大きな問題となってきている｡

このため､サンタクルス州開発公社(CORDECRUZ)では､ヤパカニ川右岸地域を

モデル地域に指定して､農地保全のための水害対策及び道路網整備等を主とした農

業基盤整備計画を樹立した｡

本地域内には､高原地帯からの入植地であるコローニア･アントファガスタ及び

日系人移住地であるコローニ7･サンフアンがある｡
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2.2地区の概要

(1)位置

計画対象地区は､サンタクルス州(Departamento de Santa Cruz)の州都サンタ

クルス市から北西へ約140kmに位置し､南側は国道7号線(クーァヒーラーコテャ八一ン](街道)､

西側はヤパカニ川､東aTJはサン加レロス-7ンけげスタ間道路に囲まれた地域である｡

行政上はイチロー郡サンカルロス市(sam Carlos,Provincia lchilo)にある｡

(2)地形

ヤパカニ川に沿った平坦な沖積地であるo地域内には主な河川として､ヤパカテ

シート川､ホッチ川､バクアラル川等があるが他にはあまり河川が発達していない｡

サンフアン移住地内には､地区内排除のための排水路が数本あるが､埋まって浅く

なっており､その機能は充分には発揮していない｡地形勾配は小河川の涜れと同じ

く､北から南へ1/800の緩傾斜である｡土壌は砂土､埴土､砂壌土､壌土､埴壌土

が混じっている｡

(3)気象

地域の年平均気温は24.2℃である.夏季の12月-2月は平均26.3℃前後であるが

最高は37oCに達する｡冬季の6月-8月は21℃前後で最低は主として乾燥した南風

のときに発生する｡

年間の平均降雨量は1.950mmで､ 11月-4月が雨期､ 5月-10月が乾期に区分さ

れる｡雨期は高温多湿となり月平均200mm程度の雨がある｡乾期においては月平均

100mm前後の雨があり乾期間中で約600mmの降雨がある｡

1980年頃から異常天候が続き､降雨量が多く1981年には3.260mm (日最大雨量は

275mm)の雨量があり､地域周辺で洪水被害が多発した｡
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(4)周辺道路の状況

対象地区からサンタクルス市､コテャバンパ市等の大市場へのアクセス道路であ

る国道7号線の工事が米州開発銀行(IDB) のプロジェクトとしてブラジルの建設

会社により実施中であり,洪水対策も含めて数メートル高く盛土施工されている｡

対象地域内は､移住地､入植地等は一応道路はあるが洪水の度に部分的に冠水し

通行不能となる｡また､両入植地を結ぶ重要な連絡道路は幅員も狭く､雨期にはぬ

かるみ殆ど通れなくなる｡橋は簡易な丸太橋が多く､車での通行は危険がともなう｡

2.3事業計画の概要

(1)計画の目的

サンタクルス市北部一帯は同国の最優良農業地帯であり､この内､サンフアン日

系移住地及びポリゲィア人入植地アントファガスタを含むヤパカニ川右岸地域の約

60,000baをモデル地区として選定し､洪水対策を検討すると共に地区全体の農業生

産性の向上を図るため基礎的なインフラ整備を計画すノる｡

(2)計画の内容

本計画の内容としては以下の項目が挙げられる｡

(D洪水からの農地保全対策

②地域内の排水路(管理用側道含む)整備計画

③道路網整備(幹線道路舗装含む)計画

④農産物輸送合理化計画

(9施設維持管理計画

-これらの事業を実施することにより､農業生産性の増大､輸出作物の増産､農業

経営の安定､地域農家の生活水準の向上,施設維持管理体制の確立等が期待できる｡
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1)農地保全対策

地区の西側を流れるヤパカニ川自然河川で､大きな洪水の皮に河道が移動する

暴れ川であるムそのため､近年では河道がサンフアン移住地の優良農地を局部的

に侵食しはじめている｡

従って､農地の侵食が特に大きい区間の調査を実施し､その対策を検討する｡

2)地域内排水路整備計画

地区内の移住地,入植地内には数本の排水路が設置されているが､これらは何

れも埋まって浅くなったり､雑木が繁茂したりしてその機能は発揮されていない｡

また,道路横断部の暗渠断面不足により､洪水時には上流部において帯水し､農

地の冠水､道路の越流等農産物に深刻な被害を引き起こしている｡

このため､これらの排水路を改修し洪水のスムーズな地区内排除を図る｡また､

将来の維持管理を考慮して､改修排水路に沿って管理用道路を設置すると共に営

農道路としても活用する｡

3)道路網整備計画

地域内にあるアントファガスタ入植地及びサンフアン日系移住地内には､およ

そ2km間隔には場に沿って道路が配置されている｡しかし､洪水時には冠水し通

行不能となる区間がある｡また､両入植地問の連絡道路も同様に通行不能ヶ所が

発生する｡従って､これらの区間において改修計画(橋梁改修も含む)を立てる｡

また､国道7号線よりサンフアン移住地中心部までの約13km間は農業用交通量

以外に一般交通量も多いため､この区間の舗装計画を検討する｡

4)農産物輸送合理化計画

上記の道路網計画及び排水路沿いの管理用道路の整備を含めて,地域内の全体

の農産物輸送に関する総合的な道路網を検討する｡また､将来の農業組合の組織

強化に伴う計画集荷､出荷施設等の必要性について検討する｡

5)施設維持管理計画

本計画で整備された各施設について､将来の維持管理体制の確立の為に必要と

なる管理用機械類について調査検討し､これを含めた維持管理計画を立てる｡
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2.4事業実施計画

本計画の実施に当たっては次のような開発計画工程のもとで行うこととする｡

①当該国の技術協力要請に基づいて､事前調査ミサションによるS/Wの締結

②上記に基づいて､開発調査を実施し事業計画･開発の優先順位を決定

③決定された事業計画によって基本設計調査を実施

④事業の実施(無償資金協力事業)

なお､当該国の実施機関は､サンタクルス州開発公社(CORDECEUZ)であるが､

その他農牧省(MACA)
,地元日系移住地及びポリゲィア人入植地の農民組織等関連

機関の協力の下に実施される｡

2.5総合所見

本地域はギリダイア国の最優良農業地帯であり､大豆､サトウキビ､とうもろこ

し､陸稲等か栽培されており､また鶏卵､肥育牛等多角的な農業径嘗を営んでいる

農家もある｡

地域内にはサンフアン日系移住地と高原地帯に住んでいたポリダイア人の入植地

があるが､その農業生産性の格差は大きく､隣接していながらあまり交流されてい

ない｡ポリゲィア人入植地はインディオが多く､農業技術レベルも低いため土地生

産性が低く住環境も良好とはいえない状態である.

一方､サンフアン移住地は1955年入植開始以来39年間が経過し､定着農家(230

戸)は一応農業径嘗の安定を図りつつある.また､移住地内にはポリゲィア人の住

居者(1993年9月現在:500戸)も増え､ポリプィア農業の模範となっている｡

しかし､地域周辺は近年無計画な乱開発が進み､また小洪水の皮に発生する道路

通行不能､住宅地･農地の冠水等農産物に多大な被害を被っている｡
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このような状況下に､本地域を一つの農業生産団地(モデル地区)として水害対

策を含めた農業基盤整備を実施することは､サンタクルス州開発公社(CORDECRUZ)

も強く望んでおり､当国政府の方針にも準じた計画である｡

地元農家サイドでも本計画の実施を切望しており､これを桟に農民組織を強化し､

将来の維持管理体制の確立を目指している｡

従って､本計画を実施することは,他の類似した農業地帯のモデル地区としての

波及効果は大きく､当国政府において高い優先度を持った案件であると判断される｡
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3.その他の案件概要

【オルーロ州小規模雇淑計画】

1)計画概要

本地域は､ポリゲィアの首都ラパス市の南方約250kmに位置するオルーロ州

内に点在する高原地帯の小規模集落である｡標高3.900m程度のアンデス山地は､

年間降雨量は約250mで､雨期(10月-翌a月)に集中している.

この地域の農家はほとんどがインディオで､経営規模が零細な農家が多く､

雨期のみに耕作する天水農業で､主に大麦､小麦､じゃがいも､牧草等を栽培

している｡

従って､これらの地域の4地区に濯概施設(ため池,水路等)を建設して､

虐就農業を実施することにより､食糧自給率の向上と農業経営の安定､農家の

生活水準の向上を図るものである｡

これにより､乾期にも栽培が可能となり､大麦､小麦､じゃがいも､飼料作

物の他､換金作物として玉ねぎ､にんにく､人参､豆類等の増産が可能となる｡

2)計画地区概要

計画地区は､オルーロ州内の以下の4地区である｡

①フンツタ地区 :180ba (70家族)

(JUNTHUTA) 濯概施設-小規模ダム､濯概用水路

②ウルミリ･パスニャ地区:350ba (95家族)

(UEMIRTIPAZNA) 虐政施設-ため池､濯概用水路(9. 4km)

③ケララニ地区

(QUEEARANI)

:400ba (160家族)

濯淑施設-堰､幹線用水路､排水路

④カチ･カチ地区 :235 ba (55家族)

(CACH卜CACFI) 漕艇施設-小規模ダム､取水堰

- 12 -



Ⅱ エル･サルパドル共和国



1.エル･サルパドル共和国中腰要

1.1自然概況

エルサルバドル国は中米のほぼ中央に位置し､西側をグアテマラ､北側及び東

側をホンジュラスと接し､南側が太平洋に面しているo国土絵面積は約2.1kⅦ2で

日本の四国よりやや大きい農業国家である｡

この国は熱帯に属するが､地形条件によって気候特性も異なるo首都サンサル

バドルは標高680mの高地にあり+年間を通じて高温･低虚で比較的しのぎ易い｡

しかし海岸地方は湿度も高く高温で､日本の盛夏のように蒸し暑いo -年ほ雨期

(5月-le月)と乾期(11月ー翌4月)に明瞭に分かれる.㌔

降雨はサンサルバドル付近で年間1,800ⅦTn程度､南部の海岸地帯では2,OOO肌程

度となっており､その9S%以上は5月-10月の雨期に集中しているo

1.2社会･経済状況

当国は､コーヒー,棉,砂糖を中心とする農業国であったが､ 1960年代から工

業化が進み､中米-のエ業国になった｡しかし､ 1970年代より活発化した左翼ゲ

リラのテロ激化によって,農民は逃亡､農地は荒廃したoまた､外国からの投資

も減り､経済ほ悪化している｡

国内の総生産額(GOP)の最近7年間(1982-1989年)の成長率は､ -6.8%であ

った.マイナス成長の原因としては､ 1980年代から始まった内戦による影響が大

きいと指摘されているo現在の国民総人口ほ530.8万人(1991年)で､最近5年間

(1985-1989年)の平均人口増加率は約2.2%である｡

農村部と都市部における人口分布は､それぞれ58%と42%であるが､最近の国

内経済の低調さによって､近年農村部から都市部へと雇用械会を求めての人口移

動と､国外-の人口流出が増加する傾向にある｡
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2.サボティタン地区農村総合整備計画

(Proyecto凹odelo de Equipamiento lntegrado de Zapotitan)

2.1計画の背景

1969年に当国の農業政策に基づいて､農牧省は漕艇排水総局(DGRD)を通して､

首都サン･サ仙一ドか近郊優良農業地帯である本地区で､農産物の生産性向上を目的に惑

概排水施設､農道網､実証農場建設等の整備を実施したo

しかし,約23年を径過した現在では､維持管理体制の不備と1g70年代後半より始

まった内戦のため､これらの施設は荒廃しその機能ほ発揮されていないため､農業

生産性は逓減を余儀なくされている｡また､近年でほ地区周辺の工場･住宅地の進

出により､水源である河川水の汚濁が問題視されている｡

1989年に発足した新政権は､内戦によって疲弊した国内の農業の再編を図るため

経済開発5か年計画(1989-1994)を策定し､国の主要産業である農業および工業

(軽工業､家内工業､農産加工業を含む)の両部門の生産拡大を重点施策としてい

る｡

これに基づいて､農牧省では本地区の施設回復･復旧およぴ農村環境改善のため､

1990年に可能性調査(Estudio de Fattibilidad )を実施した.

本地区は､約23年前に国家事業と･して整備された優良農業地帯であるが､施設復

旧事業をきっかけとして､維持管理体制の確立を計り､地区内の農業生産性の向上

はもとより､農村環境改善を含め全国の模範となる農業地帯の建設に取り組むため､

本事業の実施を強く望んでおり､日本政府への技術協力を期待している｡
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2.2地区の概要

(1)位置および範囲

計画対象地区は､首都サツ･サルハート一はり西-約30kTnの地点で､行政区ほぅ･LJへ一‰タサド

(La Libertad)県､ Colon市､ opico市､ Ciudad Arce市にまたがっている｡

地区界は､北はRio Sucioに接し､南はサンサ帥●ト◆ルー1)ンソナテ街道､東はエA･サ附一トール鉄道

線を境界とした範囲である｡

(2)地形状況

本地区は南東部の火山丘陵地帯から流出したスシオ川によって形成された沖積層

の盆地で､地区内は南西から東北に向かって比較的緩やかな傾斜を有している｡

地区の平均標高は450mである.土壌はLatosoles, Arcillosos Gley恥micos.

Aluviales の3タイプに大別できる｡

(3)気象状況

気候は､熱帯性サハーンナ気候で比較的蒸し暑く湿度は82%と高い｡年間の平均気温ほ

20oC-26oCで､年間の降雨量は1.400-1.600爪mの範囲で､ほとんどが5月-10月の

雨期の問に降る｡

(4)土地利用状況

地区全体の面積4.580haの内､約3.000baが私有の農用地で､その他は施設用地が

350ha､未整備地が840ha､その他340haと成っている.

土地利用としては､雨期は稲作､トウモロコシ､サトウキビ､牧草､豆類､タバ

コ､野菜類等で農地ははぼ100%活用されている.乾期は澄淑が必要であり､濯淑施

設が整備されている約1,500baの地域で､トウモロコシ､じゃがいも､トマト､豆類､

牧草等が栽培されている｡
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(5)現況施設の状況

当地区は､農民組織から見れば5つのブロックに分かれている｡各ブロックには

水利委員会(comision de Regantes)の代表者がおり､_各々のブロック毎に漕艇施

設等管理されている｡また､漕艇用地下水ポンプの運転管理費は政府からの補助で

運転されている｡

各ブロック毎の施設状況ほ以下の通りである｡

･

1ブロックー水源施設として5ヶ所の地下水ポンプ場があるが､現在は1ヶ所

のみ運転されている｡また､雨期には道路が冠水し通行不能とな

る区間がある｡

･

2ブロックー7ヶ所の地下水ポンプ場の内1ヶ所のみ運転可能｡ブロック内を

貫流しているコロン川が埋まり､ゴミの捨て場となっているので

水質汚染､環境悪化を招いている｡

また､橋が1ヶ所填れ､取水堰も木製で毎年改修されている｡

･

3ブロックー用水源は､調整池に設置したポンプで送水されている｡橋を1ヶ

所改修する必要がある｡

･ 4ブロックー地下水ポンプ場が4ヶ所あるが､いずれも運転不能｡取水堰が4

ヶ所あるが木製(土盛り)のため改修の必要がある｡

･

5ブロックー排水路が埋まっているため､雨期には道拷が所々冠水する｡

等問題が多く､各施設の緊急な改修が必要である｡

2.3事業計画の概要

(1)計画の目的

国家政策の重要課題である農業部門の生産性向上の一環として､首都サンサルJl- r)レに

隣接した近郊優良農業地域である本地区の施設復旧事業を通して､輸出作物の増産､

農村環境改善及び維持管理体制の確立を図り､国内のモデル農村地区として位置付

- 16 -



け出来るよう総合的な開発を計画する｡

(2)計画の内容

計画対象面積3,500ba､禅益農家数1,500戸(平均所有面積2.ちha/戸)において､

藩政排水施設､道錯節､洪水防御､水源施設等総合整備計画を樹立する.

本計画の内容は､

(》農業基盤:水源施設(堰､井戸)及び濯淑水路の復旧整備

②農村イ〃ラ:農道絢の整備(橋梁建設含む)

③農地保全.･排水路の改良及び洪水防御施設の建設

⑥生産振興:多目的乗出荷施設整備､農民組織の強化

⑤維持管理:管理用機材の整備

⑥環境整備:河川に流入している汚染水の改善

⑦営農飲雑用水の検討

等であり､これらの事業の実施により受益農家の所得の増大､輸出作物の増産､

維持管理体制の確立等を目的としている｡

2.4事業実施計画

当該計画の実施に当たっては次のような開発計画工程のもとで行うこととする｡

①当該国の要請に基づいて､事前調査ミサy3ンによるS/Wの締結

②上記締結に基づいて基本設計調査(8/D)を実施する｡

③事業の実施(無償資金協力事業)

尚､当該国の実施機関は､農牧省天然資源総局､濯概排水部(Direccion del Ce

ntro de官iego y Drenaje)であり､現在も本地区内に維持管理指導のための現地
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事務所(oficina del Distrito de Riego)を持っているo

2.5総合所見

本地区は､農業適地であることから1969年に国の農業政策に沿って開発された優

良農業地域であり､首都圏に穀物,野菜類等農産物を供給する重要地区に位置付け

されている｡

しかし､農民による経持管理組績の弱体､内戦による荒廃等のため23年が径過し

た現在では､地区内の港淑排水､道路等の施設がその械能をしなくなっており､そ

のため土地の生産性が低下し､農業所得ほ減少している｡また､近年では乾期の河

川水質汚濁も問題になっている.

農牧省は､内戦が終結した今この状況を解消するため､ 1990年11月に施設の復旧

計画を基本とし､環境改善を含めた可能性調査( Estudio de Factibilidad)を実

施した｡しかし､その資金手当が付かないため本計画は重要案件で有るにもかかわ

らず,放置されている｡

地元農家サイドでも本件の実施を切望し､ 19gl年より｢水利用者組合(Asocia-

ciQn de Regantes) +を組絶し､水管理の合理化に取り組んでおり､これを支援す

る意味でも本計画の実施ほ時を得た意義深いものと思われる｡

今回のフォローアッ.プ調査においては､さらに地元農家の聞き取り調査を実施し

たところ､上水道施設はなく,農民の生活用水(洗濯,シ†㌢水等)は河川または地

下水を利用し､飲料水は購入している状況であった｡

このため､事業実施の際には地区内の営農飲雑用水計画について､その可能性を

検討すべきあると判断された｡

また､農牧省天然資源総局が作成した本案件要請書は､ 1994年1月現在経済企画

管(削DPLAN)を通過し､近々の内に外務'Gより日本大使館に正式に要請される運び

となるようである｡

- 18 -
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2.調査団の構成

(1)前田 康男

生 年 月 日

現 住 所

専 門 技術

最 終学 歴

職 歴

(MAEDA YASUO)

昭和6年10月26日(62歳)

京都府宇治市南陵町5丁目1 -3 9 (TEL 0774-22-5090)

農業土木 技術士(農業)

昭和3 0年 九州大学農学部農業工学科卒業

農林水産省/内外エンジニアリング(樵)

平成3年一現在:内外エンジニアリング(秩)

常務取締役海外事業本部長

6)主要業務径歴: 昭和57年

昭和59年

昭和62-63年

平成元年

平成元一2年

(2)桜井 正信

生年 月 日

現 住 所

専 門技 術

最 終学歴

職 歴

イントーネジア国南スラベジ農業開発ビラ地区開発計画(作監)

ペルー国チャンカイワラル谷虐政復旧計画(F/S)

コスタリカ国リモン地区農業総合開発計画(M/P)

ペルー国チャンカイワラル谷漕艇復旧計画(ち/D)

ポリプィア国サンタアナ農業農村開発計画(ド/S)

(SAKURAI MASANOBU)

: 昭和23年9月29日(45歳)

: 埼玉県草加市谷塚町783-3 (TEL 0489-24-8625)

: 農業土木 技術士補

昭和4 6年 岐阜大学農学部農業工学科卒業

昭和26-平成元年:内外エンジニアリング(株)本社技術部

平成2-現在 〝 海外事業本部 次長

6)主要業務経歴: 昭和58年 エジプト国北ホサイニア南部農業開発計画(ド/S)

昭和59年 ペルー国チャンカイワラル谷漕艇復旧計画(F/S)

昭和62年 ポリプィア国コテャ八一ン八一州野菜種子増殖計画(B/D)

平成元年 ペルー国チャンカイワラル谷濯渋復旧計画(B/I))

平成3-4年 ペルー国チャンカイワラル谷濯淑復旧計画(s/v)

平成5年 コロンt'7国傾斜地域農業モf'ルイ〃ラ実施設計(D/D)
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3.調 査 日 程

日程表

日順 年月日 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1

1994

1.9(日) 成田 叫ンセールス

リマ

移動

2 10(月) ロサンセールス

リマ

ラパス

サンタクルス

エルサルハート●ル

リマ

ラパス

サンタ紬ス

エルサル八一卜一ル

ロサンセールス

成田

”

3 ll(火) ” JICA挨拶､情報収集

4 12(水) ラパス 移動‾

5 13(木) ” 大使館表敬､JICA挨拶

6 14(金) ” 農牧省協議

7 15(土) サンタクルス 現地調査(サ〃Tン)

8 16(日) // ”

9 17(月) ” COEDECRZ､JICA協議

10 18(火) ” 資料収集

ll 19(水) サンサル八一卜一ル移動

12 20.(不)
′′ 農牧省協議

13 21(金) ” 大使館表敬､情報収集

14 22(土) ” 現地調査

15 23(日) 叫ンセールス 移動

16

17

24(月)

25(火)

叫ンセ●舟ス I/

- 3] -



4.面会者リスト

【ペルー国】

･農業省(MINISTERIO I)E AGRICULTURA)

Ing. Rodolfo Masuda ”. 副大臣

･天然資源公団(INSTITUTO NACIOⅣAL I)E RECURSOS NATUEALES:1NREⅣA)

Ing. Miguel Ventura Ⅳapa Jefe del INRENA

lng.朗aTluel Tapia朋unoz Director de Aguas y Suelos

lng. Eugo Vila lidalgo I)irector de PlanificaciorL

･開発公団(INSTITUTO ⅣACIOⅣAL DE DESARROLLO:lNAI)E)

Ing. Amircale Gaita Zanatti

ITlg. Plinio Gutierrez del Pozo

lng. Eddie Rosazza A岳in

･ JICAペルー事務所

西山 甲子男

Gerente General del川ADE

GereTlte de Estudios

Gerente de Operaciones

次長

【ポリプィア国】

･農牧省(SECRETARIA
NACIONAL DE AGRICULTUEA Y GANAI)ERIA)

Ing._ Jorge Rosales King

lng. Carlos Villegas Sarmiento

･ラパス州開発公社(CORI)EPAZ)

Ing. Evel AIvarez A.

Ing.耶1ma Motesinos Beltran

･オルーロ州開発公社(CORDEOR)

Ing. Marcelo Arzabe Vasquez

lng. Waldo G. Buanca Ayala

tng. Julio Cesar Rodriguez B.

Ing. Lucio Andrade B.

･サンタクルス州開発公社(CORDECEUZ)

Dr. Ulrich Reye

lng. JaiTqe Solares L.

Arq. Sergio Antelo

lng. Miguel R. Aguilera A.

-

32
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Subsecretario de Agricultura

Director Hal. Recursos Ⅳidricos

Gerente Saneamiento Basico

lngeniero Civil

Presidente

Gerente General

Gerente I)esarrollo Rural

Jefe Depto. Agropecuario

Asesor Planificacion

Asesor

Jefe de la Unidad de Planificacion

Director Ejecutivo de PROD7SA



･サンフアン移住地関係者

早坂 和夫

沢元 静雄

Fukuichi Okane Yoshida

ltsushi Asano Yamagucbi

Toshiyuki Noda S.

･在ポリプィア日本大使館

平松 弘行

･JICAポリプィア事務所

川上 徹

･

JICAサンタクルス支所

本田 宣興

神谷 房康

･日本人専門家

高揮 寛

佐藤 孝

【エル･サルパドル国】

･経済企画省(MII)EPLAN)

Maria Teresa 0. de liendon

Esperanza Gomez de Rivas

･農牧省

Ana Ruth de Serrano

lng. Ricardo Mauricio Soto G.

lng. EaⅦon Garcia Vasquez

lng. Boanerges de ∫. Castro

･在エル･サルパドル日本大使館

石原 垂孝

加藤 宏次

- 33 -

サンフアン日ボ協会会長

〝 副会長

サンフアン農協 組合長

”

”

参事官

所長

支所長

副組合長

管理課長

農業開発評価計画(農牧省)

森林計画(国際林野協力事務所)

経済企画省次官

〝 国際技術協力局

農牧省 o.s.p.A.技官

” 天然資源局

〝 〝

〝 〝

全権大使

一等書記官



5.収集資料

【ペルー国】

1)ESTRUCTURA OEGANICA DEL MTNISTERIO DE AGRICULTURA(Nov. 1993)

2)MAPA DE Ah4BITO DE LOS PROYECTOS DE INVERSION A CARGO DEL INADE

(Escala 1:2.200.000)

‾3)INFORMAC10N GENERAL I)EL )NSTITUTO NACIONAL DE RECURSOS NATURALES

(INREⅣA, Sept. 1993)

4)LOS PEEFILES I)E LOS PEOYECTOS DE 川RENA

【ポリプィア国】

1)REGLAMENTO I)E LA LET DE MINISTERIOS DEL PODER EJECUTTVO(Oct. 1993)

2)ALTAS DE ORUEO (COEDEOR, 1993)

3) IMAGEN DE CORDECRUZ(1989-1992)

4)サン･ファン移住地概要(1993年) -サン･ファン日ボ協会

5)サンフアン移住地に於ける農業生産活動概況(1993/94農年度)

6)サンフアン農場に於ける気象データ-

7)PLAN ESTEATEGICO DE DESARROLLO DE LAS PROVINCIAS ICⅢILO Y SARA

-PAI汀E CARTOGIiAFICA

-I)IAGNOSTICO AGROPECUARIA

8)I)lAGNOSTICO SOC)OECONOMICO DE LA COLONIA ANTOFAGASTA(CORDECRUZ)-

-RESUMEN
EJECUTIVO

-ECONOMIA(VOLUMEN 2)

-EDUCAC10N. VTVIENI)A.AGUA, tNSTITUCIONES(VOLUMEN 3)

-CULTmA,
SALUI), CAMINOS(VOLUhtEN 4)

9)出APA FISICO DE BOL･1VIA(Escala 1:1,000.000) 4枚

10)地形図(Escala 1:250.000) 3枚

11)
.”

(Escalal:50,000) 14枚

【エル･サルパドル国】

1)Estudio de Factibilidad para la Eehabilitacion ∫ Transferencia

de los Distritos de Riego ∫ Avenamiento (PRISA,Nov.19gO)

2)SOLICITUD DE EQUIPAMIENTO INTEGRADO I)EL DISTRITO DE ftIEGO Y

AVENAMIENTO No. 1. ZAPOTITAN (Ene. 1994)

- 34 -



3)MAPA OFICIAL DE LA REPUBLICA DE EL SALVADOR

(Escala 1:300.000)

4)MAPA` ECOLOGICO DE EL SALVADOE (Escala 1:300.000)

5)MAPA GEOLOGICO GENERAL DE LEL SALVADOR

(Escala 1:500.000)

6)地形図(Escala 1:50,000)

7) ” (Escalal:25,000)

-
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2枚

1枚

1枚

1杖

4枚



6.ヤパカニ右岸地域農業基盤整備計画 T/良 (秦)

(本T/Rは､調査団が作成し､サンタクルス州開発公社(CORDECRUZ)へ提出したもので

ある｡)
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ポリゲィア共和国

ヤパカニ川右岸地域農業基盤整備計醐査

調査実施要領(T/良)

サンタクルス州開発公社
(CORI)ECEUZ)



要 請

案 件

実施機関

プロジェクト技術協力の要請(開発調査)

者:ポリゲィア国政府

名:ヤパカニ川右岸地域農業基盤整備計画

:サンタクルス州開発公社

CorporacioTI Regional de Desarrollo de Santa Cruz (CORDECRUZ)

援助要請先:日本国政府

1.昼

本調査実施要領は､日本国政府へ技術協力を要請する｢ヤパカニ川右岸地域農業基

盤整備計画+の調査内容を示したものであり､当該地域の開発の責任機関であるサン

タクルス州開発公社(CORDECRUZ)が作成したものである｡

現在､ポリゲィア国では労働人口の50%が農業に従事しているが､国民総生産に占

める農業部門の割合は21.5% (1991年)と低い.これは近年の異常気象(干ばつ及び

洪水被害)や慢性的な生産資材不足､旧態然たる生産方式への依存､濯淑施設の老朽

化による用水不足等によるものである｡

従って､農業の生産性は停滞または低下現象にあるため､政府は農業部門における

生産拡大を最重点施策の-つに位置づけている.

同国の地域区分は地理的に､アンデス高原地帯(アルテイプラーノ)
､アンデス中

腹渓谷地帯(バージェ)及び東部平原地帯の3地域に大別される｡農牧業で見ると､

高原地帯や渓谷地帯では､インディオによる自給自足的な小規模零細農業が主体であー

り､東部平原地帯では大規模農場を中心とする農業及び牧畜業が盛んである｡

東部平原地帯のはぼ中央部に位置するサンタクルス州北部地域は､同国の重要な農

業生産地域とされているが､道路･排水施設等基礎的なインフラ整備の遅れが目立ち､

また､最近の降雨の増大が相まって､雨期には洪水被害(道路･橋の破壊､農地･住

宅地の水没等)を毎年のように被っている｡

また､本地域内には日系サンフアン移住地と,高原地帯及び渓谷地帯からのインデ

ィオ入植地(コロニアアンけげスタ)が隣接して在るが､連絡道路網が不備なため農業生産

性の格差は大きく､地域全体の営農活動を困難にしている｡

このため､サンタクルス州開発公社(CORDECRUZ)では､本地域を州のモデル地域に

指定し､抜本的な洪水対策を講じると共に,道路網を整備して地域全体の農業生産性

の向上を図るための農業基盤整備計画を作成し､本計画調査及び事業化を日本国政府

に強く要請するものである｡



2.計画の背景及び目的

2-1背景

ポリゲィア共和国は､約110万km2の国土面積を有し､その内農耕地として利用し

ているのは288万baである､これは国土面積の2.6%に当たる｡総人口は735万人(1

991現在)であり､人口増加率は年間2.7%となっている｡経済成長率は1985年以降

はマイナスが続いており､人口増加を考えると国民二人当りの国内総生産は大幅な

マイナスとなっている｡これらの深刻な経済状態の主原因は鉱工業部門の落ち込み

であり､農業部門では僅かながら増加している｡国際収支については輸出入共に極

めて低い水準にあり､ 1986年以来貿易収支は赤字続きである｡また､輸出総額の30

%以上を債務返済に当てている状況にあり,債務問題が大きな負担となっている｡

このような状態を改善するため､政府は1988年8月にインフレの抑制､経済の安

定､径済成長の回復を目的とした新経済政策を打ち出した｡

この中における農業部門の主要政策は､農地の生産性を高め農業生産量を増大す

ること､輸出の促進､コカ栽培にかわる作物の植え付け,高原地帯の貧困農民の救

済等が重要な目標となっている｡

高原､渓谷地帯においては年間降雨量が少なく､水不足が農業生産の大きな阻害

要因となっており､このため同地帯より農業に適した東部平原地帯に入植移住して

くる農民達の定住化を図る施策が採られている｡

しかし､東部平原地帯では気象条件より農地としての開発ポテンシャルは高いも

のの､近年の無秩序･無計画な開発や河川の氾濫による洪水被害により､農業の基

盤整備の遅れが目立ち､同地帯の大きな問題となってきている｡農業生産の増大お

よび生産性の向上を図るためには､農業の基盤整備が不可欠である0

2-2 計画の目的

サンタクルス市北部一帯は同国の最優良農業地帯であり､この内,サンフアン日

系移住地及びポリゲィア人入植地アントファガスタを含むヤパカニ川右岸地域の約

60,000baをモデル地区として選定し､洪水対策を検討すると共に地区全体の農業生

産性の向上を図るため基礎的なインフラ整備を実施する｡



2-3計画の内容

本計画の内容としては以下の項目が挙げられる｡

1)洪水からの農地保全対策

2)地域内の排水路(管理用側道含む)整備計画

3)道路網整備(幹線道路舗装含む)計画

4)農産物輸送合理化計画

5)施設維持管理計画

3.計画実施機関

本計画の調査及び事業の実施機関は､サンタクルス州開発公社(CORDECRUZ)であ

るが､その他地元農民組織･農牧省(MACA)等､関連機関の協力の下に本計画は実

施される｡

4.調査計画

4-1調査対象地域

詞査対象地域は､サンタクルス州(Departamento de SANTA CRUZ)の州都サン

タクルス市から北西へ約140kmに位置し､南側は国道7号線(クーァt一ラーコテ†l(ン)t'

街道)
､西側はヤパカニ川､東側はサン仙ロス市-アンm'77スタ間道路に囲まれた地域

である.行政上はイチロー郡サンカルロス市(SAN CAELOS,Provincia ICfIILO)に

ある｡標高は300m-250mでヤパカニ川に沿って南から北へ約1/800の援勾配で傾斜

している｡

調査区域内には､サンフアン移住地(27.100ha､入口約3,000人)及びアントフ

ァガスタ入植地(19.700ba,人口約3.000人)があり､全体としては約60,000ba､
受益人口8,000である.

4-2調査の概要

調査は大きく分けて下記の二段階に分類できろ｡

段階-1 調査地域の現地踏査,資料収集､基本構想の確立

段階-2 補足調査､調査結果の分析､開発計画､報告書作成



なお､政府機関関係者への技術移転は､上記の段階1､ 2を通じて実施される｡

調査の各々の作業内容は以下の項目から成り立っている｡

1)段階-1

①資料収集および現地調査

次の事項について既存資料の収集を行うと共に､必要な現地調査を実施する｡

a.地形および地質

b.気象および水文

c.土壌､植生

d.土地利用状況と土地所有

e.農牧畜業の現況

f.現況排水状況および洪水被害状況

g.排水施設の利用状況

h.道路網の状況

i.農産物の作付体系と生産量

j.農業経済および地域経済

k.維持管理体制と農民組織

1.流通システムと市場調査

m.社会インフラの現況

n.自然環境調査

o.当該分野の国家開発計画および地方開発計画

②計画基本構想の樹立

③技術移転

2)段階-2

(D補足調査および開発計画

段階- 1の補足調査を実施すると共に､調査結果の分析と開発計画を樹立する｡

a.受益地域の決定

b.開発基本計画(開発優先順位の設定)

c.計画土地利用と農牧業生産計画

d.洪水対策及び施設計画



e.事業実施計画及び概算工事費

f.維持管理計画

g.便益及び経済評価

②技術移転

③調査報告書の作成

3)政府による便宜供与

政府は調査団に対して次の便宜を供与します｡

a.カウンターパートの配置

b.事務所及び必要な備品類

c.調査活動に必要な装備やサービスの提供

d.フ●ロンーユタトに関する技術的な資料,データの提供

(1/50,000地形図,気象観&TJデータ､河川流量観測f'-9等)

4-3 調査期間

本調査計画(秦)では､全調査期間は14ヶ月を要する｡この内､第一期作業は

5ヶ月､第二期作業は7ヶ月を要する｡その後､最終レポート華美に対する当国

政府のコメントを加味して仕上げるまでに2ヶ月を要する｡

これらを表にまとめれば､下記の通りである｡



調査冨十画(寡)

項目

月別工程

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14

Phasel

資料収集

現地踏査

基本構想の決定

技術移転

Phase2

開発優先順位選定

資料収集

補足調査

分析､検討

開発計画樹立

評価

技術移転

報告香

インセフ○シ3ルホ○-I

7●tlクーレスV*'-I

イyf])1ムレホ■-ト

ト●ラフト77イナルげ-ト

7アイナルは●-ト

▲

▲

▲

▲

▲

現地作業 国内作業





REPUBL工CA DE BOL工Ⅴ工A

PROYECTO I)E MEJORAMZENTO I)E LA

=NFRAESTRUCTURA AGR=COLA DE RXBERA

DERECHA DEL R工O YAPACAⅣ工

TERM=NOS DE REFERENCZA (BORRADOR )

CORPORACLON REGIONAL DE DESARROLLO

DE SANTA CRUZ (CORDECRUZ)



SOLIC工TtJD I)E COOPERAC工0甘TECⅣICA
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Solicitante

Asunto

: Gobierno de la Rep血1ica de Bolivia

: Proyecto de Xejoraliento de la工nfraestrtlCttlra

Agricola de la Ribera Derecha del Rio yapacani

Organis10 Ejecutivo : Corporaci6n Regional de Desarrollo lde Santa Cruz

(CORJ)ECRUZ )

pais solicitado

1. PREFACIO

: Japan

Este docunento fue elaborado por la Corporaci6n Regional de Desarrollo

de Santa Cruz (CORDECRUZ) en el cual se lndlcan detalles de la

cooperaci6n t占dnica que se sollclta al goblerno Japon占s para el estudio
del Proyecto de Me3oraniento de la lnfraestructura Agricola en el Area de

la Ribera Derexha del Rio yapacanl.

Aunque actual皿ente e1 50% de la pot)1ac16rl aCtlva de Bollvla se dedlca

a la agricultura, 1a productividad del sector agricola es relatlvatDente

ba3'a, Dues aPenaS alcanza e1 21.5% del producto interno bruto(PIB-1991).

Esto se debe al fen6meno neteoro16gico anornal(da汽o芦a CauSa de sequias y

avenidas) que se ha venido experinentando en los dltlmos a汽os, tambi6n a

la escasez cr6nica de los lnsunos de produccion. a la dependencia de los

皿占todos antlgruos de producc16n y a la escasez del agua de rlego debido al

deterioro de la lnstalaclones de rlego, ete.

Consecuentemente la producc16n agricola se encuentra estancada o con

tendencia de reducci6n y por lo cual el goblerno boliviano le ha dado

TnayOr importancia al increnerltO de la productividad.

GeogrAficamente el

altiplar)o, 1a cer)tral

llanos o tierras bajas

en ユas reglones del

principalmente por

pais se dlvlde en tres reglones o sea,I 1a del

o tnt:ermedla de los valles andlnos y la de los

del orlente. Desde el punto de vista agropecuario,

altlplano y valles la agrlcultura se explota

los indios, en peque再a ascala para el

autoabastecimiento. mientras que en los llanos del oriente la agricultura



y la ganaderia se explota en torno

La zona norte del Departanento

centro de los llanos orientales se

producci6n agricola del pals, pero

de la infraestructura bAsica, p.e.

de lo§ productores en gran escala.

de Sant& Cruz que se ubica casl en el

considera como nucleo importante de la

se nota el atraso en el equlpamlento

de eamlnos, 1nstalaclones de drenaje,

etc., por lo que en estos dltimos a示os durante la temporada de lluvias se

estA sufriendo serios da己os a causaLde ユas inundaciones que destruyen los

calnlnos, puentes, campos de cultlvo, vlvlendas y todo lo que se llevan

la§ corrientes.

AdemAs, dentro de la zona se encuentra la colonia japonesa de Sam Juan

y la colonia Autofagasta de colonos procedentes del all:1plano y los

valles pero aunque estas coloni8S SOn adyaceTlteS, debido al nal

equlpamlento de la red de ca皿1nos de comunlcaclon, exlste gran dlferencla

de productivldad agr王cola entre
6atas y por ende, se obstacullzan ユas

actividades agricolas de reg16n global.

Bajo esta situaci6n, CORI)ECRUZ decld16 elaborar el ptoyecto de

mejoramiento de
′1a

lnfraestructura agricola con

problema de lnundaclones y el equlpamlento de

incrementar la productivldad agricola regional y

centro de desarrollo modelo del Depertamento de

sinceramente al gobierno Japon占占1a cooperaci6n

este proyecto.､

2. ANTECEI)ENTES Y OBJETIVO DEL PROYECTO

2.1 Antecedentes

La Repdblica de Bolivia tiene una

1,100,000 kn2

equivalente a

se estimo en

es de 2.7%.

registrando

y la superflcie de tierras

el fin de soluclorlar el

la red de caminos para

establecer el area cono

Santa Cruz, solicitando

para estudiar y realizar

extensi6n de aproximademente

cultivables es de 288,000 km2

un 2.6QID del terrltorlo total.En 1991 1a poblaci6n total

7.35 millones de habitantes y el crecimiento denografico

A partlr de 1985 el creelmlento econ∂mlco ba venido

clfras negatlvas y conslderando el aumento de la

poblaci6n, el producto interno bruto por capita se ha reducido

considerablemente. La crlsisp econ6mica se debe principalmente a la

recesi6n de

agricola ba

1as industrlas mlnera e industrial aunque el sector

registrado un leve aumento. En lo que se reflere a la

balanza de pago internacional, tanto la exportaci6n como la

itnportaci6n se encuentran en un nivel suTnamente ba3o, pues a partir de

1986 1a balanza del comercio lnternaclonal estA registrando
d占ficit･



AdenlaS,皿丘s de1 30宅del valor total de la exportaclon se destlna al

reembolso de la deudas exteriores y esta obligac16n es una carga bien

pesada para el pais.

con el prop6sito de tnejorar 占sta sltuaci6n, en agosto de 1988 el

gobiemo boliviano decidi6 realizar una nueva politica econ6mica para

controlar la iTlflaci6n, estabilizar la econonia y recuperar el

creciniento econ6mico del pals.

En lo que se refiere a ユas medidas prlnclpales relaclonadas con el

sector agricola, 6stas tienen como ob5eto incrementar la productividad

para aumentar la producci6n, fomentar la exportaci6n, canbiar la

producci6n de la cocaina por otros ctJltivos y especialmente ayudar a

lo§ agrlcultores pobres del altlplano.

Debido a que en ユas reglones del altlplano ア de valles

precipitaci6n anual es pequeiia y la escasez del agua_ es un factor

obstaculiza la producci6n agricola. se hah adoptado nedidas

fomentar la colonizacion de los‾ agricultores que se traslad8n de

tierras a los llanos del orlente donde ユas condiclones son

1a

que

para

eSaS

maS

favorables para la agricultura. Sin eJnbargo, aurlque en l& reglon

oriental de llanos el potenclal de desarrollo es elevado por la§

condiciones meteoro16gicas, se nota el atrasa de la infraestructura

agricola a cause
del desarrollo desordenado y mal･programado y tambl占n

por el desborde de los rios ocasionando inundaciones y da売os que

consideran. como serios problemas. For esto, para lncrenentar

productividad y la producci6n agricola, 1o mÅs importante es

nejoramiento/equipamiento de la infraestrJuctura b孟sica.

2.2 0bjetlvo del Proyecto

La parte norte de la ciudad de Santa Cruz es una de

zonas para la explotac16rl agricola. Dentro de 6sta zona,

1a ribera derecba del Rio yapacanl inclusive la§ colonisa

y de Antofagasta, con una extensi6n de 60,000 ha se ha

co7nO ZOna nOdelo del proyecto y se piensa adoptar

Se

la

el

1as mejores

la parte de

de Sam Juan

selecclonado

medldas de

prevenci6n de inundaciones y de me3oraniento/equlpaniento
de la

infraestructura bislca con el fin de lncrementar
la productivldad

agricola
del Area global.

2.3 Contenido delProyecto

En 6ste proyecto se lncluyen lo§ itetns que se enumeran a



continuaci6n:

1

2

Protecci6n de tierras agricolas contra inundaciones.

Proyecto de
ne3oraniento/equipaniento de los candles de drena3e

dentro del area(inclusive caninos laterales de adninistraci6n)

3) Proyecto de meJoraEliento/equlpanlento de la red de caminos

(inclusive la pavinentaci6n de los caminos principales)

4) Proyecto de racionalizaci6n del transporte de los
productos

agricolas.

5) Proyecto de adninistraci6n y nanterliniento de las instalaciones.

3. ORGANISMO I)E EJECtJCION I)EL PROYECTO

Aunque el organismo de ejecuci6n del.Estudio y de la§ Obras

relacionadas con este proyecto es CORDECRtJZ. se obtendri la cooperacion

del Ministerio de Agrlcultura y Ganaderia(MAGA), asl como la

organizaciones de los agricultores locales.

4. PROYECTO DE ESTUDIO

4･1.班

El孟rea objeto del estudio se ublca a unos 140 km

ciudad de Santa Cruz(I)pto. de Santa.Cruz), al Sur

carretera nacional No.7 (Guabila - Cochabanba), a1

de ユas

al Ⅳordeste de la

se limita con la

oeste con el Rio

Yapacani y al Este con la carretera Sam Carlos - Antofagasta.

Administratlvamente pertenece a la cludad de Sam Carlos, Provlncia

lcbilo, 1a altura sobre el nlvel del mar es de 300-250 m y a lo largo

del R王o yapacani se extlende Sur a Ⅳorte con una pendlente suave de

aproximadamente 1/800.

Dentro del孟rea se encuentran･1as dolonias de Sam Juan ( 27,000 ha,

poblaci6n aprox. 3,000 habltantes) y de Antofagasta ‾( 19,700 ha,

poblaci6n aprox. 3,000 habltantes) con tJna eXtenSi6n total de

aproximadamente 60,000 ha y 8,000 habitantes beneficiarios.

4.2 Resumen del Estudlo

El estudio del proyecto se divide en dos etapas, coTnO



continuaci6n :

Etapa 1
･' IT)VeStlgaclones de campo, colecc16Tl de datos y

estableciniento del concerto bisico.

Etapa 2 : Investigaciones suplenentarias, anAlisis de los

resultados, elaboracioT) del proyecto de desarrollo

y elaborac16n de los lnfor皿eS pertinentes.

En lo que se reflere a la transferencia tecno16gica al personal de

los organismos estatales, 6sto se realizar孟 a traves de las

actividades de las etapas 1 y 2, cltadas arrlba. Log traba3os

relacionados corl el estudio son los slguientes:

(1) Etapa 1

l) Investigaclones de caⅡIpO y COlecci6n de datos

a.

b.

C.

a.

e.

∫.

ど.

也.

i.

∫.

良.

1.

班.

n.

0.

2)

3)

Topografia, geologia

meteorologia, hidrograf王a

Condiciones del suelo, vegetaci6n

Codiciones de utilizaci6n y tenencia de tierras

Sltuaci6n actual de las industrias agropecuaria y ganadera

Situac16n actual del drenaJe y de los da紬s a causa de las

lnundaelones

Utllizac16n de ユas lnstalaciones de drena]e

situaci6n de la red de caminos

Siste皿aS de cultivos y volu皿en de producciorl

EconoTnia agricola y econonia regional

SistezDa de a血1nlstrac16n y mar)teTlizniento de lag

lnstalaclones y organizaclones de los agrlcultores

SIstezna de dlstrlbuc16n fLslca deユos productos y estudio

del mercado

situaci6n actual de la ir)fraestructura social

Estlldlo del medlo amblente

Proyectos si皿ilares a nivel nacior】alァregioJlal

Estableciniento del concepto bisico del proyecto

Transferencia tecno16gica

(2) Etapa 2

1) Investigaciones suplementarlas y proyecto de desarrollo

Al皿is皿O tie叩O de realizar lag investigaciorleS SupleB)entarias



a.

de la Etapa i, se analizan los resultados y se elabora el

proアeCtO de desarrollo.

Decisi6n del area beneficiari&

b. Elaboraci6n del proyecto bまsico de desarrollo

(Decisi6n del orden preferencial de las diversas obras)
c･ Utilizaci6n de las tlerras del proyecto y elaboraci6n del

proyecto de produci6n agropecuario

d･ Medidas contra lnundaclones y proyecto de construcci6n de

lnstalaclones

e･ Programa de ejectlCi6n de ユas obras y estimaci6n del costo del

･ proyecto

f. Programa de ad皿1nistraci6n

instalaclones

g. Beneficios y evaluaci6n acon6mica

2) Transferencia tecnoi6,gica

3) Elaboracl∂n del工nforme del Estudlo

Ⅲantenlmlento de ユas

(3) Prestaci6n de servicios y facilltaciones de parte del gobierno

boriviano

El goblerno

facllitaclones

tales co皿0 lag

●

●

a. AslgnaclOn

ち. Sumlnlstro

necesarlo

bollvlano se eompromete a prestar servlclos y

a ユas nlsiones 3ai)onesas de estudlo del proyecto.

que se ellumeran a COTltlnuac16n:

de log mienbros de la contraparte boliviana

de oflelna(s) con sus muebles y equlpamiento

c･ Prestar servlclos y proveer lo I)eCeSario para facilitar las

actlvldades del estudlo

d. Sumlnlstro de datos e lnformaclones tecnlcas relaclonadas con

el proyecto (p.e‥ mapas
-

escala 1/50,000, datos de

obsrvaciones neteoro16gicas y de caudales de cauces, etc.)

4.3 Periodo del Estudlo

EI periodo para realizar el prograna de estudio (borrador) es de 14

机eses en total･ El programa se desglosa en 5 meses para la primera

etapa･ 7 neses para la segundaァ 2‾ meses para elaborar el lnfor皿e

Final incluyendo el comentario del gobierno bolivlano.

m Cronograma del Estudio (Borrador) es cono se muestra en el cuadro

siguiente.



⊆堅0Ⅳ0_GRAMADEL ESTロDIO (BOERADOE)

Items

Avance-pormeses

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14

Etapal

･colecci6ndedatos

･Estudiodecampo

･Decisi6ndelconcepto

bisico

･Transferenciatecno-

16gica

Etapa2

･Decisi6ndelorden

preferencialdedesarr
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